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光合成独⽴栄養⽣物である植物は、⽔とCO2と⼟壌中の無機イオンから、⽣命
活動に必要なあらゆる分⼦を作り出す。植物が硫酸イオンSO4

2-として⼟壌か
ら吸収する硫⻩は、必須元素のひとつであり、タンパク質やある種の脂質、
ビタミンなどのほか、植物種に固有の特化代謝産物（⼆次代謝産物）を構成
する。硫⻩が⾜りないとき（硫⻩⽋乏、S⽋）、植物は乏しい硫⻩をやり繰り
するために代謝を変化させる。私は、この植物のS⽋応答反応の全体像を明ら
かにするため、トランスクリプトミクスやメタボロミクスなどのオミクスが
勃興してきた2000年頃に、S⽋条件で栽培したシロイヌナズナのトランスクリ
プトーム、メタボローム解析を⾏なった。⼀括学習型⾃⼰組織化マップ（BL-
SOM）などを⽤いたデータ駆動型の解析によって遺伝⼦機能推定が可能であ
ることを⽰し、硫⻩を含むアブラナ科の特化代謝産物であるグルコシノレー
トの⽣合成に関わる遺伝⼦群を同定/推定した。本セミナーでは、上記の研究
のほか、そこから展開した現在進⾏中の硫⻩代謝周りの研究について紹介し
たい。
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